
   Deep Gw
（Rain component）

Shallow Gw

P＊A＝R（m3/hr）
Rainfall（P）

Sideslope

   Deep Gw
（Residual ＆Advection）

QQ＝f(R)Quickresponse QQ

C（m3/hr）

D（m3/hr）

B（m3/hr）

A（m3/hr）

Delayedresponse DQ

Evapotranspiration（E）

DQ＝C+D

C＝f(RW)

Advection of event rain storm:
RW=sumR-sumQQ

D＝ID+f(C)
Initial Discharge ID

Image of Model on Head Basin for Intn’l Consensus

Total dischare: QQ+DQ= f(R)+ f(RW)+ ID+f(C)1

丸井委員説明資料



   恒常地下水
（降水量に対応した流出）

浅地下水

P＊A＝R（m3/hr）
降水（P）

側方斜面

 恒常地下水
（貯留と移流）

QQ＝f(R)素早い流出量 QQ

C（m3/hr）

D（m3/hr）

B（m3/hr）

A（m3/hr）

送れた流出量 DQ

蒸発散（E）

DQ＝C+D

C＝f(RW)

イベント降雨残留水分量:
RW=sumR-sumQQ

D＝ID+f(C)
降水前流出量ID

谷頭流域におけるタンクモデルのイメージ（日本語版）

全流出量: QQ+DQ= f(R)+ f(RW)+ ID+f(C) 2



全流出量: QQ+DQ= f(R)+ f(RW)+ ID+f(C)

イベント降雨残留水分量: RW=sumR-sumQQ
   ここで、f(x)は線形となる

QQ＝f(R)=((P-E)2×1000×1000×(1/1000)×A)×0.3×(e-(n×n))×10-6

  ただし、Aは流域面積、０≤n ≤ ４（５日間有効とのこと）

C＝f(RW)
DQ＝C+D

D＝ID+f(C)  ただし、IDはイベント直前の河川流量

      季節ごとの変動を与えるとすれば、ｆ(C)で表現する。
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タンクモデルによる蛇抜沢の流出現象2022

青：計算値、橙：実測値

タンクモデルを使って、蛇抜沢の
流量変化を計算した。少し過小見
積もりの傾向にあるが、パターン
は概ね把握できている。
より正確に合わせるなら、前頁の
QQかf(C)の係数を変えればいいが、
ここでの遅い地下水と早い流出反
応の比率が分かっているので、ト
ンネル掘削時の影響判断には目的
を達する。

また悪沢については移流と考えら
れる成分が大きいため、議論を後
に譲る。
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河川の次数
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高次河川

低次河川

低次河川の
地下水流動

高次河川の
地下水流動

低次河川の地下水流動は深度も浅く、
流動方向も多くの場合高次河川に直交
するため、低次河川の地下水は流動場
がなくなり高次河川に接するところで、
低次河川の地下水流動は上向きになる。

河川の次数と地下水

河川の次数
・1次と1次の合流＝２次
・2次と1次の合流＝２次
・2次と2次の合流＝３次

河川ネットワークにおいて、
河川が合流するとき、地下水
も合流する。河川も地下水も
より高次流が支配的である。

従って、高次になればなるほ
ど地下水流出成分が卓越する。
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※空欄のセルは欠測
※空欄のセルは欠測

小河川まで含んだハイドログラフ（2022-2025）

系列１ 蛇抜沢
系列２ 悪沢
系列３ スリバチ沢
系列４ 西俣（柳島付近）
系列５ 椹島
系列６ 東俣

本川のハイドログラフ（同時期）

m
3 /

s

椹島においては、地下水流出成分が大きく
無降水期の流量低下が少ない。西俣（柳
島）よりも上流を大井川上流部小流域の代
表性が高いエリアとして、詳細な解析を実
施する。

ハイドログラフの減衰部から見た河川の代表性

m
3 /

s
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蛇抜沢河川流出量のタンクモデルによる解析
青：実測値、橙：計算値、縦軸は流量（ｍ３/ｓ）であり、2022年モデルによるため（今回の台風時は降水
強度が大きいため）突発的な流出を大きく見積もったと考えられる。しかしながら、テイル部分の解析精度
は高く、側方斜面からの地下水流出と深部地下水の流出成分は見積もれていると考える。
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青：実測値、橙：計算値
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9突発流出を過大評価していることと、テイルを少し大きく見積もっている。

青：実測値、橙：計算値
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青：実測値、橙：計算値
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突発流出を過大評価していることと、テイルが再現できているとは言えない。
⇒地下水流出を過大評価している⇒タンクモデルよりもGetFlowsの評価が適切？
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青：実測値、橙：計算値

降水への反応やテイルのタイミングが表現できていない
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ま と め

・上流域の流出現象（降雨の直接流出や側方斜面からの流出）を加味
した流出解析において、タンクモデルの正当性が示された。

・流域が大きくなると、タンクモデルよりも地下水流動解析の方が有
意であることも判明した。

・今回のモデリングにより、大河川（椹島）部分の河川流出における
地下水流出成分の比率が小流域（蛇抜沢）の２０倍程度であることが
判明した。

・現在のモデルは、傾向を見るだけにとどまっているため、最終報告
には更なるチューニングを要する。












